
論文要旨
　近年中国のハイスピードな経済発展により，都市化
が進み，農耕地域の人々が大量に都市部へ移動した。
それに伴い，著しい地方文化の変化がもたらされた。
本稿では，主に，内モンゴル通遼市ホルチン中旗のＡ
村における，1990年代と現代との婚姻習俗の比較を通
し，現代における各種のサービス業の発展により，モ
ンゴル人が結婚披露宴を実施する際には，自民族が持
つ固有の伝統文化を結婚披露宴に取り入れる現象が見
られるようになったこと，そしてモンゴル人が都市部
で創り出した「異種混合」の文化が内モンゴルの多く
の地域に流行するようになったことを明らかにしてい
る。それは，現代の農耕モンゴル人が，地方から都市
部へ移動することによって，民族のアイディティを持
つようになったという意識的な「文化の再構築」の活
動である。本稿では主に，農耕モンゴル人の文化の再
構築の過程を考察し，現代内モンゴルにおける文化の
状況について論じていきたい。
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族自治地域とは言え，漢民族が約80%を占めてお

り，モンゴル族は約20%を占めるのみである。更

に言うと，中国国内の少数民族のうち，モンゴル

民族の人口は約480万人であり，そして，その約

93%が内モンゴル自治区に住んでいる。内モンゴ

ル自治区のモンゴル人の３分の２は東部地域の通

遼市，赤峰市，興安盟に集中して生活している１）

（地図を参照）。つまり，モンゴル人の３分の２が

農耕地域に住んでいると言える。本来，モンゴル

民族の伝統文化と言えば，草原，モンゴルゲル，

モンゴル民族服，牛や羊などが連想されるに違い

ない。しかしながら，現在，遊牧生活を送るモン

ゴル人はますます減少しつつあり，多くのモンゴ

ル民族の伝統文化の様子は，例えば，置物の装飾

品の中だけにしか見られない。前述したように，

内モンゴル自治区内で３分の２を占めるモンゴル

人の中には，農耕あるいは半農半牧の生活を送る

人も比較的多く，農耕漢民族の生活と大きな違い

が見られない。そこで 外部の人たちからはよく

「漢化したモンゴル人」と言われたりする。

実は内モンゴルのモンゴル人の間によく西モン

ゴル人・牧畜モンゴル人，東モンゴル・農耕モン

ゴル人という話がある。西モンゴル人・牧畜モン

ゴル人は，「われわれはチンギスハーンの末裔で，

Ⅰ　はじめに　
内蒙古統計年鑑の統計によると，中国内モンゴ

ル自治区には49民族があり，同自治区の総人口は

2481万7100人である（2012年統計）。その中で，

漢民族の人口は1927万3558人（78.16%）で，モン

ゴル民族の人口は447万2026人（18.14%）である。

この数字からも分かるように，内モンゴルは民
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牧畜生活を営んでモンゴルゲルに住み，羊肉を食

べ，ミルクティを飲み，標準モンゴル語２）を使っ

ているので『本物のモンゴル人』であり，東モン

ゴル・農耕モンゴル人は完全に「漢化しているモ

ンゴル人だ」と言う。それに対し，東モンゴル・

農耕モンゴル人は，「われわれは，チンギスハー

ンの弟であるハブトハサルの末裔なので，ホルチ

ン文化を持ち，モンゴル民族に偉大な貢献をして

きた」というプライドを持つとともに，一部では

あるが，標準モンゴル語を一生懸命勉強し，モン

ゴル服を着て，羊肉を食べ，「本物のモンゴル人」

になろうと行動する人たちも現れている。

以上のように，牧畜地域に生まれ育ち，標準モ

ンゴル語を使う人たちは，「伝統文化」を継承し

ている「正統」なモンゴル人であり，それに対し，

農耕地域に生まれた東地域のモンゴル人は，「伝

統文化」を喪失し「漢化」したモンゴル人という

見方が存在している。東地域のモンゴル人は，自

らのアイデンティティに曖昧さを感じており，一

部の「知識人」たちは，「伝統文化」を求めて，「伝

統文化」の特徴を示すモンゴルゲル，羊肉，モン

ゴル服などに注目する。そして，「本物のモンゴ

ル人」のイメージを強調し，「伝統文化」を主張

し，「異種混合」による「文化の再構築」に向け

た活動をしている。モンゴル人としての自信やア

イデンティティを取り戻す動きがあらゆるところ

に見られているのである。

それでは，現代の農耕モンゴル人は，どのよう

にしてモンゴル民族の文化を「再構築」している

のだろうか，そして，どのような過程を経て，モ

ンゴル民族の文化を「再構築」しているのだろう

か。本稿では，農耕モンゴル民族の婚姻儀礼を例

にして，現代モンゴル人の「文化の再構築」の過

程を明らかにし，現代モンゴル人の文化の状況に

ついて論じていきたい。

Ⅱ　先行研究
近年，モンゴルに関しては，モンゴルの歴史，

牧畜民に関する研究が進んでいるが，農耕モンゴ

ル人に関する研究が非常に少ない。また，農耕モ

ンゴル人に関する研究においても，牧畜民からの

変化，あるいは「伝統文化」の変化といった視点

に立った研究しか見られない。

1980年代以降，ホブズボウム（E. Hobsbawm）

は，特に近代化の過程における民族と国家とのか

かわり，労働組合の形成や展開などのテーマを伝

統という語を用いて取り上げている。ホブズボウ

ムは「伝統とは長い年月を経たものと思われ，そ

う言われているものであるが，その実，往々にし

てごく最近成立したり，また時には捏造されたり

したものもある」（ホブズボウム1992：9）と指摘

し，そして更に，「『創り出された伝統』は，実際

に創り出され，構築され，形式的に制度化された

『伝統』であり，更に容易にたどることが出来な

いが，日付を特定できるほど短時間─おそらく数

年間─に生まれ，急速に確立された『伝統』」で

あるとし，「創り出された伝統」については，「通

常顕在と潜在とを問わず容認された規則によって

統括される一連の慣習であり，反復によってある

特定の行為の価値や規範を教え込もうとし，必然

的に過去からの連続性を暗示する一連の儀礼的な

いし象徴的特質。事実，伝統というものは常に歴

史的につじつまのあう過去と連続性を築こうとす

る」（ホブズボウム1992：10）と捉えている。そ

して，「創り出された伝統」の特殊性を，「新しい

状況に直面した際，古い状況に言及する形をとる

か，あるいは半ば義務的な反復によって過去を築

きあげるかといった対応のことなのである。それ

２） モンゴル語の教科書，モンゴル語の発音は西地域のシリンゴル地域の言葉を標準語にしている。
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は近代世界の恒常的な変化および革新と，社会生

活の少なくともある部分を永久不変のものとして

構造化しようとする試みの対象性なのである」と

定義している（ホブズボウム1992：10）。

そして，ホブズボウムの「伝統」に関する議論

を引き継ぎ，「伝統文化」を多方向からの視点に

立って検討する研究が現れるようになった。特

に，現地人による「伝統」についての語りに関す

る研究は注目に値する。渥美氏は，伝統文化は

常に変化している（渥美一弥1996：105-125）が，

伝統文化を語る主体は変化していないと指摘し，

その実態を解明している。柄木田氏は伝統文化を

一枚の板で捉えるのではなく，多方面で捉え，調

査地の人々の実態を取り上げて議論するべきであ

ると指摘した（柄木田康之1997：87-99）。則竹氏

は，伝統文化を取り扱う際に，現地人のエリート

の言説ではなく，エリートとは位置付けられない

人々の言説や実践に注目し，伝統文化の新しい概

念を提示した（則竹賢2003：87-105）。福井氏は，

現地人は，民族史，歴史を「伝統文化」を図るメ

ルクマールとしている（福井2005：47）と述べた。

ホブズボウムの事例では，スコットランドにお

ける伝統の象徴となっている民族衣装のタータン

チェックキルトやバグパイプなどは，それまで，

野蛮の印として否定的なイメージしか持たれな

かったが，スコットランドが他者としてのイング

ランド，アイルランドに対抗し，自らの象徴を持

つ必要性から，近代において，意図的に「創造」

された「伝統」であると言う。筆者は，本稿で取

り上げる事例において，農耕地域に生活していた

モンゴル人は，都市部へ移動することによって自

民族の文化を再認識し，民族文化のアイディン

ティティを持つようになったこと，そして，意図

的に，意識的に，文化を「再構築」し，それが，

内モンゴル全体に流行するようになったことを述

べていきたい。ホブズボウムの事例には，伝統文

化の意図的な再創造について書かれているが，現

代社会の通信技術の発展・発達を背景として，モ

ンゴル人の「創り出された文化」が，更に内モン

ゴル全体のモンゴル人に波及した状況，つまり

は，地方の文化が都市部の舞台に持ち込まれ，更

に，その「創り出された文化」が地方へ広がって

いく現象については，これまでの研究の事例では

触れられることがなかった。本稿の事例は，ホブ

ズボウムの研究の補充的な内容になり，実際に現

地に生活している現代モンゴル人のリアル性や現

地人に実践された地域文化について理解できるも

のと考える。

Ⅲ　調査地域概要 
内モンゴル自治区は中国北部に位置し，118.3

万平方キロメートルの面積で，新疆ウイグル族自

治区，チベット自治区に次ぐ面積を誇る。筆者の

研究対象地は，通遼市ホルチン左翼中旗Ａ村（地

図参照）である。当該地域のモンゴル民族の人々

は，農業と牧業を並行して行う半農半牧の生活様

式が基本である。計167世帯，人口は687人，モン

ゴル民族の人口は約98%で，主な日常交流言語は

モンゴル語である。耕地面積は35000ムーで，主

にトウモロコシ，緑豆，アワなどを生産する。１

人当たりの収入は約5000元である。2000年の人口

は約1200人，2016年は約1080人，2018年の人口は

約687人（2018年７月の現地調査データ）。このこ

とからも分かるように，農村人口は大幅に減少し

ている。その主な要因は，都市部への出稼ぎや進

学による人口移動である。
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Ⅳ　農耕モンゴル人の婚姻儀礼の過程
以下では，筆者は2018年７月から９月まで，通

遼市Ａ村において実施した現地調査の事例を並べ

て考察していきたい。

 （１） 1990年代における農耕モンゴル人の結婚

披露宴の状況

事例１

夫の王烏力吉（オウ　ウルジ）は23歳で結婚

し，現在42歳である。通遼市ホルチン左翼中旗Ａ

村の農牧民である。妻の張春梅（チョウ　シュン

メイ）は26歳で結婚し，現在45歳である。結婚す

る前は，通遼市ホルチン左翼中旗ホダンゾ蘇木

（会田召）のアバガアイル（Ａ村から30km離れて

いる所）で生活していた。知り合ってから結婚ま

での過程について夫は，「私たちは仲人によって

知り合った。アバガアイルに私の親戚がいたの

で，紹介してくれた。結婚を決めた後，アリヒア

ゴラガホ式（婚約式）は実施せずに，知り合って

半年たたないうちに結婚した。婚資としては，現

金4000元を渡し，４種類の衣類，自転車を用意し

た。結婚披露宴は，占い師だった母が，1995年12

月18日を吉日として選定した。結婚披露宴も華や

かには実施しなかった。当時，経済的に貧しかっ

たので，通遼市に３日間旅行に行き，戻ってき

て，親戚たちと小規模な宴会を実施し，結婚披露

宴を済ませた」と話してくれた。

事例２

夫の華銀龍（カ　インロウ）は23歳で結婚し，

現在37歳である。通遼市のスーパーで働いてい

る。新婦の韓紅霞（カンコウカ）は23歳で結婚し，

現在37歳である。通遼市で，個人の床屋を経営し

ている。２人はもともと通遼市ホルチン左翼中旗

Ａ村の人である。2010年から通遼市に出稼ぎに

行った。知り合ってから結婚までの過程について

の妻の話は，「小学生，中学生時代の友達であり，

２人とも高等学校に行かずに，田舎で親の農業を

手伝っていた。23歳という結婚するのに適切な年

３） 盟・市の表記は，モンゴル語での発音の地名をひらがなで表記し，中国語での発音の地名を漢字で表記した。これらの
地名は，ボルジギン・ブレンサイン氏の2003『近現代におけるモンゴル民族農耕村落社会の形成』風間書房と温都日娜
2007『多民族混住地域における民族意識の再創造─モンゴル族と漢族の続載婚姻に関する社会学的研究─』渓水社を参
考した。

地図１．内モンゴルの位置と内モンゴルの盟・市の位置３）
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齢になると，華銀龍は以前から私のことがずっと

好きだったということで，親に頼んで仲人を私の

家に行かせるようにし，結婚の決定後，1999年７

月にアリヒアゴラガホ式（婚約式）を行った。ベ

レゲ（結納金）は現金8000元，４種類の衣類，金

のアクセサリー，指輪等をもらった。結婚披露宴

は2000年の12月20日に行った。日にちについては

占い師に吉日を決めてもらった」というもので

あった。

また，これら２人のインフォーマントに，当時

の物価，年収，結婚披露宴における参加者からの

贈り物，婚姻習俗の流れについて聞いたところ，

その結果は，次のような内容であった。

・当時の物価及び年収

トウモロコシ500ｇは３角４）から５角，卵１個

２角。事例１の家族の年収は8000元ほど，事例２

の家族の年収は１万5000元ほどであった。

・結婚披露宴に参加した客からの贈り物

現金と現物であった。現金については，親戚の

人は50元で，一般の人は20元だった。事例２の妻

の話によると，「叔母からは炊飯器をもらった」

とのことだった。

・当時の婚姻習俗の基本的な流れ

結婚が決定した後，新婦側の婚約者は，新郎側

の親戚が農業をする際に履く手作り靴を10足から

20足ほど準備する。結婚披露宴の日が近づくと，

新婦側の結婚披露宴の準備が始まる。まず，介添

人，コック，主宰者を探す。結婚披露宴２日前

に，コックと主宰者，親戚の男性は，披露宴に出

す料理を計画する。そして，結婚披露宴前日にな

ると，親戚の女性と友人が野菜を洗ったりする。

また，親戚の若い男性は，村の親戚や友人の家に

行って，披露宴に使ういろいろな種類の茶碗を集

める（披露宴後に返却）。新郎側では，新夫婦の

ために，新しい敷き布団と掛け布団を２枚ずつ準

備する。それらを準備する際，親戚，仲の良い友

人が手伝いに行く。そして，介添人，コック，主

宰者を探すことを始めとして，結婚披露宴の準備

は，新婦側と同じように進める。添い嫁は，新婦

と同じ年齢か年下で，結婚していない女性であれ

ば，誰でも担当できる。一般的には，新婦の友人

あるいは妹が担当し，結婚式当日に新婦の世話を

する。添い婿も添い嫁の場合と同様の人を選ぶ。

役割は，新婦側の披露宴に新郎と一緒に行き，新

郎の補助役となることである。例えば，新郎が，

新婦側の親戚にたばこを勧めたり，それに火をつ

けてやったりすることに対して，細かな手伝いを

するのである。そして，花嫁と介添人は，新婦側

の披露宴の夜になると，歌を歌ったり，踊ったり

して，若い人たちにからかわれたりする。また，

当時は，村に何人かの有名なホゴールチン（四胡

を弾く人）がいて，10人ほどの人が集まって，ホ

ゴールに合わせながら民族歌を歌ったり，女性た

ちが踊ったりする姿も見られたようである。事例

2においては，「当時，とても賑やかであった。次

の日になると，新婦を新郎側に送るのだが，当時

はトラクターで送った。四輪車に新郎，介添人が

新婦を囲んで座り，親戚，友人など，合わせて20

人ほどで送った。」という妻の話がある。

以上の事例からは，農耕地域の村落では90年代

前後，男女が仲人による縁談で結ばれたり，近隣

の村に住んでいることで知り合ったりしているこ

と，そして，婚約した後には，村内で婚約式を

行っていたことが窺える。婚約式では，新郎側が

新婦側に，結納品や金のアクセサリーなどを渡

し，その後，新婦側は新郎側の家族に手作り靴を

10足から20足くらい作って用意する。結婚披露

４） 人民弊の単位である。2020年８月４日の為替で計算すれば，１元=15.1949円。１元＝10角
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宴も，村長や親戚の助けを借りて，自宅で実施

する。特に興味深いのは，テーブルで使う食器，

皿，椅子など，結婚披露宴で必要とされる物を村

の親戚や隣人から借りることである。つまり，結

婚披露宴の全過程は，村人の助けによって実現さ

れるのである。外部者の介入なしに，１つの村の

範囲内で行われるのが通常の姿であった。また，

結婚披露宴では民族歌が歌われたり，民族舞踊が

踊られたり，二胡が演奏されたりすることがよく

行われていた。しかし，結婚披露宴でモンゴル民

族の服を着ている人は見られず，馬頭琴を弾いて

いる人もおらず，チーズなど，モンゴル民族の特

色ある食品も，料理に提供されることはなかった。

次に，現代モンゴル人の結婚披露宴について，

以下の事例で見ていきたい。

 （２）現代農耕モンゴル人の結婚披露宴の状況

事例

2015年，筆者は再びＡ村の結婚式場で新郎の白

氏と新婦の張氏にインタビューした。白氏の実家

はＡ村，張氏の実家はＢ村で，Ａ村とＢ村は約60

キロメートル離れている。勤務地は，内モンゴル

の首都フフホト市。同年１月に張氏の実家である

Ｂ村で結婚披露宴を行い，その後，白氏の実家で

あるＡ村で結婚披露宴を行った。同年６月に２人

の勤務先のフフホト市において，再び結婚披露宴

を行った。

張氏の話よると，張氏と白氏は高校の同級生

で，一緒に内モンゴル師範大学に進学し，大学卒

業後に交際を始めた。その後，結婚を决め，お互

いの実家を訪ねて，双方の両親に会って結婚の話

をした。張氏は，夫側からの結納品など，何も要

求しなかった。白氏が語ってくれた，同年１月８

日に行われた新郎側の実家における結婚披露宴の

過程を，以下に紹介する。

１月８日午前４時30分，白氏と花婿の添い婿

は，実家があるＢ村を出発した。明け方の５時30

分頃（占い師が占った縁起の良い時間帯），花嫁

の実家があるＡ村に到着した。到着すると，何人

かの人がドアの外に立って，彼らを部屋に入れな

いようにした。彼らはいろいろな質問を受け，そ

れに答えながら「紅包」（現金を入れた赤い封筒）

を渡した。そうして初めて，花嫁がいる部屋のド

アを開けて入室し，花嫁を迎えることができる。

花嫁の部屋に入ると，花嫁の両親や親戚たち１人

ずつのたばこに火をつけながら，ハダック（白い

細長い布でモンゴル民族が重要な儀礼に尊敬する

年配の人や客にあげるのである）を手渡した。そ

れから，花嫁の方の２人のベルゲン（新婦新郎の

兄の嫁）が新郎をモンゴル民族服に着替えさせた。

服を着替えた後，２人のベルゲンに「紅包」を渡

した。その後，村のホテルで結婚披露宴を挙げ

た。張氏によると「ホテルと専門業者に依頼した

ので，すべては彼らの手配で行い，流れと順序は

司会者が决めた。」とのことであった。

張氏は，現在，農村地域でも結婚披露宴を行う

際には，1990年代のように，結婚披露宴に使う道

具や食器などを借りる必要がなくなったと話して

くれた。それは，今では，結婚披露宴を取り扱う

専門業者が全部用意するようになっているから

で，内モンゴルの首都であるフフホト市には，モ

ンゴル人向けの民族風のレストランがたくさんあ

るということである。例えば，フフホト市では

「モンゴル大營」というレストランが有名である。

このレストランでは，いつもモンゴル風の結婚披

露宴を行っている。当然，２人の結婚披露宴は，

そのレストランで行われたのである。以下にフフ

ホト市における結婚披露宴の様子を紹介する。

結婚披露宴の当日，式場にはチンギスハーン像

（写真１）を置かれ，舞台にはモンゴルゲル（写
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真２）が飾られ，その前のテーブルには，スル

デ（剣），長命灯，乳製品，銀の茶碗，弓（写真

３）などのモンゴル民族の伝統的な装飾品などが

置かれていた。レストランの入り口には，馬頭琴

を弾く演奏者もいる。時間になると，司会者が舞

台の中央に立って司会を始めた。新婦は舞台のモ

ンゴルバッグの中に座り，新郎は弓矢を持って新

婦を迎えに行く。しかし，モンゴルゲルの前には

４人の若者が立っていて，新郎を入れないように

する。そして，新郎に対するいろいろな邪魔立て

をするが，新郎が「紅包」を渡すと，新郎はよう

やくモンゴルゲルに入ることができ，新婦との面

会が叶う。それから，司会者は，新郎新婦，添い

婿，添い嫁を紹介する。その後，新郎新婦はチン

ギスハーンにお辞儀をする。その際，司会者は，

ユルゲルウゲ（お祝いの言葉）を述べる。次に，

司会者の話に沿って，新郎新婦は来客にお辞儀を

する。その後，新郎新婦は，両親にお辞儀をし，

両親からユルゲルウゲをもらう。

上述したすべての式が終了すると，司会者の話

に沿いながら，来客の地位や年齢に考慮しつつ，

酒を注いで回る。この間，舞台では，馬頭琴の演

写真６　新婦を乗せている車のグループ

写真４　白氏夫婦，沿い婿，添い嫁

写真２　結婚披露宴に使うモンゴルゲル

写真５　新婦の杭氏と新郎の芩氏

写真３　結婚披露宴の舞台で使用される
モンゴル風の飾り　　

写真１　チンギスハーンの像
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奏や歌，踊りの余興が始まる。また，モンゴル語

（東部地域）を使ってのお笑い芸人も登場する。

以上のように，白氏夫婦は内モンゴル「農村地

域」出身で，大学卒業後，フフホト市で就職し

た。２人は実家のある農村地域で結婚披露宴を行

い，勤務先のフフホト市で再び披露宴を行った。

筆者が，「モンゴル服を着て，華やかな結婚披露

宴だった」と語りかけると，張氏は，「フフホト

市で行われるモンゴル人の結婚披露宴は，モンゴ

ル風で実施されることが多い。例えば，モンゴル

服を着たり，モンゴルゲルを建てたりしている。

私の披露宴の司会者は，フフホト市でも有名な司

会者である。私の友達は歌手として活躍している

ので，その友達の紹介で，この有名な司会者に依

頼することができた」と答えてくれた。白氏の結

婚披露宴のように，フフホト市，更には通遼市と

いった都市部で，モンゴル人は「モンゴル風」の

結婚披露宴を行っている。

 （３） 1990年代と現代とにおける農耕モンゴル

人の結婚披露宴の比較

2000年代以前は，異性同士が知り合う範囲は，

村内，あるいは近隣の村までであり，仲人を通し

て知り合うことによって婚約が成立し，地元で結

婚披露宴を行って，地元で生活していくことが多

かった。しかし，現代は，男女は様々な地域にお

いて，様々な方法で知り合う。そして，婚約の成

立後，結婚披露宴は従来通り，新婦側，新郎側の

２回行い，それに加えて，新郎新婦の勤務地域に

おいても行うことが多くなった。特に，モンゴル

語教育を受けた大学卒業者は，都市部において，

モンゴル民族の衣装を着用し，モンゴル文字を使

用するような結婚披露宴を行っている。

また2000年代以前，結婚披露宴は自宅で行わ

れ，披露宴に使う道具等はすべて村の人々から借

りるなど，村人の手伝いによって，それを行うこ

とが可能になっていた。しかし現在は，結婚披露

宴の準備や運営は専門業者に依頼するようになっ

ており，結婚披露宴を担う村人の役割や労力の提

供は大きく減少したと言える。経済発展に伴い，

数多くのブライダル業者が生まれ，多様なサービ

スが提供されるようになっている。

婚資についても変化が見られる。例えば，2000

年代以前の婚資は，現金，金のアクセサリー，指

輪等が主であったが，現在では，マンションや乗

用車など，生活に必要とされるものに変わってき

ている。また，前述したように，婚姻関係者のか

つての移動手段は，トラクターやマイクロバスで

あったが，今では乗用車になっている。このよう

な変化は，やはり経済発展や都市化の進展に伴う

ものであると考えられる。

以上のように，地方に住む若年層の減少，婚姻

習俗の簡略化，ブライダル業者の増加と多様化が

見られる中で，特に，大卒者が，その勤務地で結

婚披露宴を行う際には，民族衣装が着用された

り，民族食品が提供されたり，また，馬頭琴が演

奏されたり，モンゴル文字が使用されたりする。

つまり，モンゴル民族の特徴的な要素を取り入れ

た結婚披露宴の流行が見られているのである。こ

うした婚姻習俗の変化の要因は，国家の経済発展

に伴って，婚姻を専門に取り扱う業者が数多く現

れ，様々なタイプのサービスを提供できるように

なったことにあると思われる。そしてまた，「モ

ンゴル風」の結婚披露宴の流行は，国家による民

族政策や，インターネットの発達などによる情報

化社会の進展とも関係があると思われる。

それでは，ブライダル業者は，どのような経過

をたどり，モンゴル民族固有の「伝統文化」を結

婚披露宴に取り入れているようになったのだろう

か。そしてそれを，都市部から地方へどのように
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広めてきたのだろうか。以下では，都市部におい

て「モンゴル風」の結婚披露宴を行うブライダル

業者の事例を見ていきたい。

Ⅴ　 都市部並びに地方における結婚披露宴
の実施状況

筆者は，2015年９月から11月まで，フフホト

市，通遼市において，結婚披露宴を業務内容とす

るブライダル業者に対するインタビュー調査を実

施した。フフホト市では，市で最も著名な司会者

である王氏に対してインタビューを行った。通遼

市には，３つのブライダル業者があり，10数人の

モンゴル人の司会者がいると言う。筆者は，５人

の司会者たちと一緒に食事をしながら，近年のモ

ンゴル族の結婚披露宴のことを話題にしてみた。

彼らの話では，通遼市では，2012，13年頃から，

モンゴル人の結婚披露宴が「モンゴル風」で行わ

れることが流行し出したとのことであった。

都市部における事例

王氏は53歳で，内モンゴル通遼市のクーロン旗

生まれである。内モンゴル財経大学を卒業し，現

在，内モンゴルのフフホト市内で，モンゴル民政

局婚姻登記所の職員として働いている。仕事の合

間に，新婚夫婦の披露宴の司会をすることが多

い。王氏の話によると，90年代には，モンゴル人

の結婚披露宴に，モンゴル民族の様々な習慣は導

入されていなかった。当時，王氏は，友人の結婚

披露宴の司会をする際に，初めてモンゴル語によ

る司会のスタイルを取り入れ，モンゴル民族の特

色を出そうとした。このスタイルによって，徐々

に知名度が高まり，結婚披露宴の司会が徐々に収

入の多いビジネスとなっていった。しかし，人々

の生活状況と認識度が高まるにつれ，こうした司

会の方法も単純であり，時代遅れであると考える

ようになり，結婚披露宴にモンゴル民族の文化を

より多く導入することにした。そのため，彼は，

モンゴル民族の歴史や習慣，更にはチンギスハー

ンのことわざなども研究した。また，モンゴル民

族に関するテレビ番組を意図的に視聴したり，モ

ンゴル民族の文化雑誌『モンゴル文化通史』を参

照したりした。特に高齢者へのインタビュー記事

には意識的に目を通すようにした。そして，自身

の経験と結び付けて，モンゴル民族の文化の中で

最も特色のある17種類の習慣・習俗を結婚披露宴

に導入すべきだと考えた。こうして，モンゴル民

族特有の結婚披露宴を改めて企画し直すことにし

た。彼は余暇を利用して，様々な結婚披露宴の研

究に没頭した。また，結婚披露宴の司会だけでは

なく，種々の祝賀会など，様々な形の会も企画し

た。そして，副業ではあったが，この業界の主宰

として業界を発展させたのである。

王氏は，結婚披露宴の舞台に，①チンギス・

ハーンの像（写真１を参照）②蘇力徳（モンゴル

民族の白と黒の剣。白は平安祈願，黒は厄除け祈

願の意味である。モンゴル人は，結婚式の際に不

吉なものが現れると考え，黒い蘇力徳を並べるこ

とで不吉なものを排除しようとするのである。写

真３を参照）③モンゴル族の乳製品（写真２の

テーブルに置かれている物）④モンゴル族の鍋

（写真４の飾り物）を置く。

王氏が結婚披露宴の司会の過程に取り入れたモ

ンゴル民族の要素についてであるが，昔のモンゴ

ル民族の風習では，新郎が弓を引いたり，羊の首

や足の骨をひねったりして，男性の力を試すこと

が行われていた。しかし，王氏が企画した結婚披

露宴では，弓を引いて男性の力を試す儀式のみが

導入された。その理由は，レストランの舞台で新

郎が羊の首や足の骨をひねる儀式を行うことは不

可能であるからである。また，弓を引くことにつ
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いても，そのふりをさせるだけであって，そのよ

うにして新郎の力を表現させたのである。また，

昔は，新郎が草原で馬に乗って新婦を出迎えてい

たが，披露宴で馬に乗るのは無理であるので，新

郎が馬鞭を持つことで，乗馬している行動を意味

するように変えた。王氏はまた，結婚式の舞台

で，新郎新婦が母親へ「生乳」を捧げて感謝する

儀式も導入した。その儀式は，母親が子供に授乳

する時期が子育てで最も重要であり，母乳を与え

てもらったことを有り難く思わなければならない

とするモンゴル人の考えに由来する。実際の結婚

披露宴では，新郎新婦が母親にプレゼントを用意

し，プレゼントにハダックをかぶせ，ハダクの上

に牛乳を置いて母親に捧げ，新郎新婦の母親への

感謝を表すようにしていた。

王氏によるモンゴル風の結婚披露宴の演出を取

材して，その司会の流れの中に，モンゴル民族の

特色ある文化の要素が意識的に取り入れられてい

ることを理解することができた。新郎が馬に乗る

代わりに馬鞭を持って新婦を迎えたり，新郎新婦

が母親に生乳を捧げて，育ててもらったことに対

する母親への思いを表したりする。このようなこ

とから，王氏が，民間に伝わる固有の文化を積極

的に演出に取り入れ，それを意識的に広めようと

していることが窺われた。そして，王氏は今，内

モンゴルで高い知名度を持ったモンゴル人司会者

である。王氏の影響により，多くのモンゴル人の

若者が，王氏に結婚披露宴の司会の知識を学びに

来る。例えば，通遼市の「モンゴル礼儀文化メ

ディア会社」のオーナーであるバヤル氏は，王氏

から学んだ１人であり，一定の経験を積んだ後，

通遼市で初めて「モンゴル風」の結婚披露宴を行

うブライダル会社を設立した。その後，内モンゴ

ルの多くの地方に「モンゴル風」を謳った同様の

会社が数多く現れるようになった。

司会者たちは，インターネットを通じて情報を

交換することもあれば，年配の司会者や牧畜地域

の司会者から直接学ぶこともある。筆者が，王氏

が司会をしていた結婚披露宴の調査に行った際，

王氏には２人の弟子がいた。王氏は「彼らは将

来，結婚披露宴などの司会者になることを希望し

ているため，私の司会の方法を勉強しているとこ

ろである。彼らのように，私から司会の知識や方

法を学んで，ブライダル会社を立ち上げた人も多

い。興安盟の１人の学生は，私のところで結婚に

関する儀礼や作法の知識を２年間学んで，現在，

興安盟ウランホトで婚姻関係の会社を設立してい

る。別の学生も，通遼市で同様の会社を設立して

いる。」と語ってくれた。年配の司会者が弟子を

育て，弟子たちが故郷に戻って，結婚披露宴を始

めとする様々な会の司会をしている。このように

して内モンゴル全域に，「モンゴル風」の結婚披

露宴が広がりを見せているのである。

以上のように，現在，モンゴル人の若い司会者

たちは，内モンゴルの首都であるフフホト市に

行ったり，インターネットを利用したりして，結

婚披露宴の司会の方法を学び，モンゴル風の結婚

披露宴を行う会社を自分の故郷で設立し，都市部

で創り出された文化を都市部から地方に波及させ

ているのである。更に以下では，地方のブライダ

ル業者の事例を見ていきたい。

地方における事例

満達胡は36歳。通遼市中旗の出身で，2001年に

内モンゴル民族師範学苑（フフホト市）を卒業し

た。卒業後，フフホト市やエレンホト市で貿易関

係の仕事に携わり，2011年に，シェブルト鎮の中

心小学校に音楽の教師として就職した。2012年，

シェブルト鎮の友人と音楽系のグループを作り，

たくさんの会に参加するうちに，彼は司会者とし
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て活躍するようになっていた。

満氏は，結婚披露宴の司会の状況や順序につい

て，「私が司会する時は，ほぼ標準モンゴル語で

話す。でも，客の要求によっては中国語で司会す

る場合もある。私は，地方で司会をする場合に

は，その土地にあるレストランで，舞台の装飾は

せずに司会を行う。結婚披露宴は，①新郎新婦が

舞台に上がる②新郎新婦を紹介する③新婦新郎の

両親が舞台に上がる④新郎新婦が両親にお辞儀を

して改口（新郎新婦が初めてお互いの両親を父母

と呼ぶ）儀式を行う⑤新郎新婦がお互いに誓いを

立てる⑥新郎新婦が指輪を交換する⑦新郎新婦が

ワインを飲み交わす⑧新郎新婦がお互いに感謝の

言葉を述べ合う⑨新郎新婦が舞台から降りて着替

えをしに行く⑩馬頭琴手が馬頭琴を弾き，歌手が

歌い始める，という順序で行われる。私たちの地

域での結婚披露宴は，ほとんどこのような流れで

進められる。漢民族とモンゴル民族の結婚披露宴

の順序には，ほぼ違いがないが，現在，モンゴル

の村では，結婚披露宴の際，新婚夫婦はモンゴル

民族の服を着用することが多くなっている。そし

て馬頭琴手，ホゴールチン（胡を弾く人）を呼ぶ

ことも多くなっている。」と話してくれた。

また，満氏は，都市部でモンゴル風の結婚披露

宴を司会する場合について，「①新婦はモンゴル

ゲルにいる②新郎が舞台に上がり，新婦をゲルに

迎えに行く③司会者はイルゲルウゲ（祝いの言

葉）を述べる④新郎新婦が舞台の真ん中に立つ⑤

新郎新婦が空にお辞儀をする⑥新郎新婦がチンギ

スハーンにお辞儀をする⑦新郎新婦が両親にお辞

儀をし，ハダックを持ちながら酒を捧げる⑧民族

歌を歌う⑨民族踊りをする，という流れで行う。」

と述べている。

そして，満氏は，「私は司会を専門的に勉強し

ていなかった。ネットでモンゴル風の結婚披露宴

の司会の順序や方法を学んだ。また，ネットによ

り，通遼市の有名な司会者たちのビデオを見て勉

強した。更に，モンゴル民族の伝統に関する本を

参考にして，イルゲルウゲ（祝いの言葉）や伝統

的な民族習慣について理解した。そして，それら

に自分なりの創意・工夫を加えて，結婚披露宴の

演出に生かすようにした。これまでは，モンゴル

風の司会と言っても，漢人の司会をそのままモン

ゴル風に焼き直しているようなところがあった。

例えば，漢人がスーツやウィデングドレスを着て

いたら，モンゴル人は民族服を着て，司会の言葉

も，漢人の言葉をそのままモンゴル語に直してい

るだけであった。」とも述べている。

更に，満氏は，「農村地域では，結婚披露宴だ

けは，便利さを考慮して専門業者に依頼している

が，結婚披露宴に至る各段階での儀式等について

は，ほぼ変わっていない。例えば，ハダックタビ

ホ式（婚約式），その後のシグソフルゲホ式（新

郎側が新婦に肉類を送る式）など，重要な儀式は

まだ行われている。都市部では，このような儀式

は通常行わないので，結婚披露宴の演出には取り

入れるようにしている。」ということも語ってく

れた。

以上，都市部と地方におけるそれぞれの結婚披

露宴の状況について示し，地方では，都市部で創

写真７　司会者による舞台の装飾
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り出された「モンゴル風」の結婚披露宴を基にし

ながらも，地方に伝わる固有の文化を取り入れな

がら，新しい「モンゴル風」の結婚披露宴を作り

出していることを明らかにした。地方は，フフホ

ト市や通遼市のような大都市で作り出された結婚

披露宴の演出の形を土台としながら，モンゴル民

族に伝わる固有の文化的要素を選択，導入し，そ

れらを構築し直す過程を経ているのである。

Ⅵ　おわりに
改革・開放政策以降，中国の民族政策は新たな

展開に移った。「伝統」的な文物に対する負の評

価が見直されていく中で，少数民族の「固有」文

化や社会慣習の再評価の動きも現れるようになっ

た（瀬川1999：87）。経済発展と現代化を国是と

して追及する国家全体の指向性の中で，多くは後

発的な辺境地域に居住している少数民族の地方幹

部たちが，観光開発というものを自分らの経済的

発展のための重要な戦略の一つとして据えたこと

による（瀬川1999：87）。このように，近年，内

モンゴルにも，草原を利用した旅行開発，モンゴ

ルゲルのレストラン，草原におけるモンゴルゲル

宿泊などの旅行商品が現れてきた。すなわち，中

国の多民族社会，漢民族中心社会の中で，モンゴ

ル民族としてのアイデンティティーを持って，意

識的に，操作的に自ら民族の文化を広めている行

動である。

それでは，農耕モンゴル人はなぜ，フフホト市

のような大都市に移動後，自民族の文化を見直

し，自民族のアイデンティティを持つようになっ

たのだろうか。太田好信は「情報ネットワークの

世界規模での展開，交通手段の飛躍的な向上と庶

民化などをとおして，自らが生まれた社会の文化

と永続的な関係を結ばずに生活できるオプション

が選択可能になった。そのようなオプションの選

択が可能になったということは，裏を返せば，自

己形成は個人の責任で行われなければならない，

という激しい社会状況の発生を意味する。雑多な

文化要素が入り乱れる社会においては，自己のア

イデンティティの希求はさらに高まるだろう」［太

田1993：400］と述べている。このようなことを

背景として，近年，中国の多民族社会，特に漢民

族が多数を占める社会に生活しているモンゴル民

族が，「モンゴル風」の結婚披露宴を行い，広め

ることは，自民族の特徴，アイデンティティの探

求における象徴的な行動の一つであると言える。

そうした意味合いにおいて，モンゴル人の司会者

たちは，自民族の文化を結婚披露宴に意図的，意

識的，操作的に取り入れている。

筆者が，本稿で，90年代と現代の婚姻習俗を比

較した結果，現代のモンゴル人が結婚披露宴を実

施する際には，モンゴル族の「伝統的な文化」の

要素を，結婚披露宴の演出に取り入れている行動

が見て取れた。モンゴル族の司会者たちは，結婚

披露宴の司会をする際に，舞台を「モンゴル風」

に飾るなど，新たな「伝統文化」を創出する活動

を行っている。フフホト市の司会者である王氏の

インタビューを通して，結婚披露宴の司会をする

際には，モンゴル民族の歴史に関する書籍の内

容，テレビを始めとするメディアによる情報，ホ

ルチン文化（主に農耕地域の地方文化を指す）へ

の知識などを生かしながら，伝統的なモンゴル文

化の様々な要素を取り入れつつ，結婚披露宴を作

り出していることが分かった。それは，「文献な

どに示されている伝統文化」「モンゴル要素を取

り入れた漢民族文化」「モンゴル要素を取り入れ

た西洋文化」「地方文化」といった異なる文化の

内容を「異種混合」的な文化としてまとめて，新

たな「伝統文化」を創出していることを指す。ま

た，王氏の事例で示したように，都市部で「創ら
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れた文化」が，弟子養成の所産として受け伝えら

れたり，また，ネット上で流布されたりすること

によって，都市部から地方へ流通し，伝播してい

く状況がある。すなわち，地方の文化としてのモ

ンゴル固有の文化が都市部の舞台に上がり，それ

が「異種混合」して，また地方へ流れていくとい

う状況である。

満達胡氏は，事例において，「農村地域では，

結婚披露宴だけは便利さを考慮して，専門業者に

依頼しているが，結婚披露宴に至る各段階での儀

式等については，ほぼ変わっていない。例えば，

ハダックタビホ式（婚約式），その後のシグソフ

ルゲホ式（新郎側が新婦に肉類を送る式）など，

重要な儀式はまだ行われている。都市部では，こ

のような儀式は通常行わないので，結婚披露宴の

演出には取り入れるようにしている。」と述べて

いる。このように，地方では，伝統的な婚姻習俗

に基づいて各種の儀式を実施しているが，結婚披

露宴だけは，専門業者に依頼している。満氏は以

前，「漢族風」「西洋風」で結婚披露宴の演出を行

い，中国語で司会をしていたが，2015年以降，フ

フホト市において，モンゴル民族の特徴を示す演

出を取り入れた。満氏は，「モンゴル風の司会を

する前は，漢族風や西洋風中心であったが，現在

はほとんど，モンゴル風で司会するようになって

いる。モンゴル人はやはりモンゴル風のものが好

きだ。モンゴル風の道具を購入してよかったと思

う。今後はもっと充実していけると思う」と語

る。このように，満氏は，ネットを始めとする

様々な媒体を通じて，「モンゴル風」の司会や演

出の方法を知り，フフホト市で，それらを生かし

た「モンゴル風」の結婚披露宴を行うようになっ

た。また，フフホト市において，舞台の装飾品等

も調達している。更に，こうした司会業を営む人

たちは，ネットワークを通じて，大都市から小規

模の都市，更にはそれより人口の少ない鎮にまで

影響を与えている。つまり，地方の地域文化の伝

統的な要素が取捨選択されながら，都市部の文化

に取り入れられて再構築され，また，その再構築

された文化が，再び地方に波及するという現象が

見られているのである。
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